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宇宙背景放射は銀河系外天体からの放射の積算光であり、宇宙の星形成史や銀河形成史を反映する重要な観測量であ
る。これまでの観測で、近赤外から可視光域におけるEBLの輝度が既知銀河の積算光から予測される値を上回ることが
報告されており、その超過成分の起源解明が課題となっている。

宇宙背景放射分光観測ロケットプロジェクトCOMPASでは、波長350–800 nmにおいて、波長分解能R=40程度で宇宙背
景放射の分光観測を実施することで、先行研究よりも高い波長分解能で宇宙背景放射のスペクトルを観測し、超過成分
の原因を知る手がかりとなるバルマーブレーク及び恒星に由来する吸収線構造を検出することを目的としている。光学
系の構造としては、レンズとCMOSカメラの間にLVF(Linear Variable Filter)を設置することで分光観測を行う構成になっ
ている。本計画はISASのS-520観測ロケットによる打ち上げを予定しており、機体回収を伴わないため、低コストな光
学系の構築が求められる。また、広視野で明るい光学系として、波長600 nm付近の黄道光をS/N > 300で観測可能であ
ることを条件として計算を行った結果、F/4以下が必要であることが分かった。これらの条件を満たす候補の中から、コ
ストおよび性能を考慮して市販のレンズを検討している。

本研究では、市販のレンズの使用可否判断の為、近紫外から可視光での結像性能の評価を行う。今回、紫外域での性能
評価に先立ち、可視光において赤、緑、青の3色のフィルターを用いた焦点評価試験を実施した。コリメーターからの平
行光をレンズとCMOSカメラに入射し、スルーフォーカス試験を実施、得られた画像についてEE(Encircled Energy)90%
径を算出し、結像性能の評価を行った。その結果、設計上はフォーカサー移動量0μmで最小径が得られることが期待さ
れるが、フォーカサー移動量48 μm付近においてEE90%が最小(46μm、視野角47arcsec程度)となり、焦点位置となっ
た。

今後、焦点位置が設計値であるフォーカサー移動量0μm地点からずれている要因について検討すると共に、紫外域にお
ける結像試験を実施する。特に、コリメーター及びレンズの色収差に起因する焦点位置変動が課題になると考えられ
る。そのため、紫外線域に対応したコリメーターを含む評価系の構築についても検討する。また、光学系構築後は熱真
空試験や振動試験等の環境試験を行い、宇宙環境への耐性評価を行う。
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